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１　はじめに
　地域に住む子どもたちが、住んでいる地域のことを
学び、再認識する地域学習についてさまざまな取り組
みが行われている１。子どもたちが遊びを通して地域
について理解するために適したものとしては、絵本や
かるたをはじめとするカード遊びなどがあげられる。
　祇園祭やながさきくんちなど祭りや祭礼をテーマと
した絵本や日曜市や四年に一度の雨乞いの行事などを
テーマとした絵本もみられる２。市販されていないが、
兵庫県の丹波地域を対象とした絵本、群馬をテーマと
した創作絵本などもある３。いずれも、読み聞かせある
いは自ら読むことによって、地域について理解を深め
ることができるものである。
　また、群馬県では「上毛かるた」をはじめとして地
域の特徴について解説した郷土かるたも多数存在す
る。郷土かるたは、郷土意識の育成、郷土文化の創造
に大きく寄与し、平安時代の「貝合わせ」に端を発す
る日本独特の伝統文化といわれる４。郷土かるたを
使ったかるた大会も主に小学生を対象として開催され
ている。かるたは絵札と読み札がセットになるため、
就学前の子どもにはやや難しい場合もあるが、子ども
だけでなく大人も一緒に遊びながら地域のことについ
て学ぶことができる。
　かるたと同様に子どもも大人も一緒に使えるという
点では地域の特徴を絵柄にしたトランプも有効と考え
る。トランプはかるたと違って読み札がない分、より
小さな子どもでも遊ぶことができる。さらに世代や国
を超えて遊べるため、外国の人たちにアピールするこ
とができる。
　このような利点から、地域について学ぶ方法として
郷土トランプを着想した。本稿では、地域に固有のト
ランプ、「東村・とみひろトランプ」を事例とした住教
育実践について報告したい。
　著者は2000年から2005年に新しい富弘美術館が開
館するまで、美術館建設検討委員会の一員として村の
子どもたちと「新美術館・村づくりを考える」活動を
行ってきた５。そこで、村の子どもたちや村民の方々
と、自分たちの住んでいる東村を再認識・再発見し、
多くの詩画作品の原風景である東村を他の人にも紹介
することができないかと考えた６。
　富弘美術館には多くの来館者があるものの、東村村
内へ足をのばす人は多くはない。そこで、美術館を訪
れる人や星野富弘さんの詩画作品を観覧する機会のあ
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る人たちにも、美術館以外の東村の良さを紹介したい
と考えた。
　地域トランプの作成プロセスには、教育学部学生が
携わった。地元の方と一緒にトランプづくりを行うこ
とによって、子どもたちや村民の方々とコミュニケー
ションをとり、地元の良さについて互いに学び合う機
会を経験し、将来こうした手法を地域学習や住教育に
活かせるようにと考えた。
　トランプづくりは、まず絵柄になりそうなものを選
定するための事前アンケートと実際に絵柄を描くワー
クショップからなる。
２　「東村・とみひろトランプ」づくり
２．１　事前アンケートと集計結果
　村内には小学校と中学校が各１校ずつあるが、学校
の協力を得て、全ての子どもたちにトランプの絵柄に
なりそうなものについてアンケートを行った。2004年
７月12日に、あずま小学生１～６年生110人、東中学校
１～３年生89人、合計199名にアンケート用紙を配布
し、191名から回答を得た。
　アンケートの項目は、東村にある好きな建物や場所、
行事や祭り、紹介したいと思う食べ物や特産物、富弘
さんの詩画のなかで好きなものとその理由、東村で見
つけることのできる生き物などである（表１）。
　好きな場所や建物で最も多かったのは、渡良瀬川で
ある（表２）。小中学校を問わず、全学年でみられた。
好きな場所は、学年による差がみられ、小学生では川
（34人/110人中）やプール（17）、東小学校（12）な
ど自分の身近な環境についての回答が多くみられた。
それに対して中学生は、東村にある富弘美術館（32人/
89人中）、童謡ふるさと館（16）、花輪小学校（15）な
ど、身近な環境からより広い地域について認識されて
いることが分かる。
　楽しみにしている東村の行事や祭りは、小中学生を
問わず191人中171人が草木湖祭りを回答していた（表
３）。草木湖祭りは1977年から初められた東村の祭り
で毎年８月15日に開催される。花火大会も行われ、子
どもたちが楽しみにしている。
　富弘作品のなかで好きなものについては、たんぽぽ
（25/191人中）やひまわり（24）、コスモス（20）、ぺ
んぺん草（12）など身近でよく目にする花を題材とし
た代表的な作品が多く回答されていた（表４）。また、
女子の方が男子よりも好きな詩画作品をたくさん回答
しており、詩画を身近なものとしていた。
　東村のものとして紹介したい食べ物は乾燥芋（53/
199人中）、干し柿（45）に多くの回答がみられた（表
５）。
　東村で見ることができる生き物は、アンケート項目
のなかで最も多くの回答がみられた（表６）。のべ740
の生き物が回答され、子どもたちにとって、生き物は
身近な存在のようである。多かったのはシカ（93）、サ
ル（85）、クマ（54）など、畑でみかけることが多いの
かもしれない。カブトムシ（36）やクワガタ（33）も
身近である。
　東村の良いところ、紹介したいところは、自然が多
いこと、山の景色、空気がきれい、水がきれいなど東
村の自然についての回答がのべ100以上と多くみられ
た。村に住む人が親切であるという回答もみられた。
中学生は小学生よりも多くのことを記述していた。そ
の内容も、春には山菜が採れる、紅葉がきれい、涼し
い、登山ができるなど多岐にわたり、生活するなかで
地域について理解が深まっていることが分かる。
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表１　アンケート項目
１．あなたが好きな東村にある建物や場所はどこですか。
２．東村の行事や祭り、あなたが楽しみにしている活動はなんですか。
３．あなたが好きな富弘さんの作品はなんですか。
　　また、なぜその作品が好きなのですか。理由を書いて下さい。
４．東村の食べ物の中でたくさんの人に紹介したいと思うものはなんですか。
５．東村で見つけることのできる生き物（虫や鳥、動物）をあげて下さい。
６．あなたが気に入っている東村のこと、紹介したい東村のよさについて教えて下さい。
その他（トランプづくりに関することなど）なんでも自由に書いて下さい。
２．２　トランプづくりワークショップ
　東村や富弘さんの詩画を紹介するための「東村・と
みひろトランプ」づくりを行い、制作過程における活
動や話し合いを通して楽しみながら、東村や新美術館
について関心を深め、身近な住環境について再認識す
ることをワークショップの目的とした。
　トランプづくりのワークショップは、2004年９月12
日９：00～15：00、村の生活改善センターを借りて、
参加者子ども20名、大人35名で実施した７（表７）。
　当日はまず、一日の流れとワークショップの目標に
ついて説明した。つぎに、７月に事前配布したトラン
プの絵柄になりそうなものについてのアンケート結果
をランキング形式で発表した。その後、ダイアモンド
班、スペード班、クローバー班の３班に分かれて活動
した８。以下に各グループが描く絵柄のテーマを示す。
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表２　アンケート集計結果「好きな場所や建物」 （小中学生191人による複数回答）
?
??
??
渡良瀬川 45 サンレイク草木 9 わらべ工房 1 ほたるの里 1
富弘美術館 40 東中学校 6 神戸 1 黒坂石 1
花輪小学校 21 草木ドライブイン 6 花輪駅 1 不動滝 1
童謡ふるさと館 18 沢入小学校 6 小中 1 寝釈迦 1
杲小学校 18 プール 6 田んぼ 1 座間野球場 1
大滝 17 公民館 4 沢入 1 遊園地 1
社会体育館 15 袈裟丸山 3 保育園 1 パソコン室 1
あずま小学校 14 花輪 2 座間 1 民宿さわや 1
草木ダム 14 五覧田城 1 川原 1 神戸の金子建設 1
座間運動公園 14 神戸の団地から見る景色 1 机 1 神戸駅の奥の川 1
座間プール 11 座間のオムニコート 1 Ｂ＆Ｇ海洋センター 1
　　＊黄色はトランプの絵柄に採用されたもの
表３　アンケート集計結果「楽しみな祭りや行事」 （小中学生191人による複数回答）
????
?
草木湖祭り 171 プール大会 4 水泳大会 2 こども会 1
文化祭 29 沢入祭り 3 子ども会のキャンプ 1 座間のお祭り 1
花輪祭り 16 夏休み 3 黒坂石で魚とり 1 とうみや祭り 1
花火大会 10 なわとび大会 3 冬休み 1 かるた 1
村民体育祭 10 草木湖マラソン 2 夏休みにおでかけ 1 ナイター杯 1
小中のししまい 6 東小運動会 2 クラブ活動 1 魚釣り 1
三大祭り 5 鈴の鳴る道 2 Ｂ＆Ｇ海洋センター 1
ちびっこまつり 5 座間のオープニング祭 2 太鼓 1
　　＊黄色はトランプの絵柄に採用されたもの
表４　アンケート集計結果「好きな富弘作品」 （小中学生191人による複数回答）
?
??
?
たんぽぽ 25 ねこやなぎ 2 ぐみの木 1 花よりも小さく 1
ひまわり 24 すずらん 2 つばき 1 鈴の鳴る道 1
コスモス 20 なのはな 2 桃 1 モモ 1
ぺんぺん草 12 すみれ 2 さくら草 1 れんげ 1
ぶた 9 かりんの実 2 さくら 1 きりの花 1
あさがお 5 いわし 1 水草 1 キョウガノコ 1
あずま小校名 5 沈丁花 1 紙の桜 1 こころ 1
がくあじさい 3 ねぎぼうず 1
　　＊黄色はトランプの絵柄に採用されたもの
　ダイアモンド：東村の場所や建物・特産物
　スペード　　：東村のお祭りや行事・生き物
　クローバー　：詩画集『鈴のなる道』でみられる
　　　　　　　　風景や草花を写真やスケッチで紹介
　ハート　　　：詩画の中で好きな作品
　昼食の時間を使って、ハートの絵柄になる富弘さん
の詩画作品を選んだ。アンケートで好きな作品として
回答された31作品と詩画集『鈴のなる道』『あなたの手
のひら』『花よりも小さく』の中から、好きなものを２
点選んでもらった。参加者全員で話し合い、最終的に
選ばれた13作品を花の季節ごとに春から冬へ並べる
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表５　アンケート集計結果「紹介したい食べ物」 （小中学生191人による複数回答）
????
?
乾燥芋 53 たけのこ 8 すいか 2 ナス 1
干し柿 45 里芋 5 くり 2 むぎごはん 1
しいたけ 28 野菜 3 こんにゃく 1 アユ 1
さつまいも 28 トマト 3 ぼぼいや 1 ヤマメ 1
まいたけ 16 干ししいたけ 3 木苺 1 ぬかづけ 1
とうもろこし 15 くるみまんじゅう 2 すもも 1 もちグラタン 1
笹うどん 13 舞茸せんべい 2 うめ 1 こんにゃくいも 1
米 12 きゅうり 2 あけび 1 さわがに 1
山菜 12 ぶどう 2 バナナ 1 キャベツ 1
すすりだんご 11 かき 2 あかしやの天ぷら 1 みょうが 1
＊黄色はトランプの絵柄に採用されたもの 山イチゴ 1 東村のみそ 1
表６　アンケート集計結果「東村の生き物」 （小中学生191人による複数回答）
????
?
シカ 93 ハヤ 8 毛虫 2 どじょう 1
サル 85 ちょうちょ 8 かみきり虫 2 ぶうちん 1
クマ 54 猫 8 てんとう虫 2 アカゲラ 1
カブトムシ 36 マス 7 オオルリ 2 ヤギ 1
クワガタ 33 ヒヨドリ 7 カニ 2 ヤマドリ 1
カモシカ 26 セミ 7 ザリガニ 2 銀ブナ 1
ヘビ 22 ウグイス 7 モズ 2 金魚 1
キジ 20 シジュウカラ 6 アブ 2 クモ 1
スズメ 19 コイ 5 カ 2 アリ 1
カエル 18 玉虫 5 アリ 2 ネズミ 1
イノシシ 17 トビ 5 メジロ 2 ナマズ 1
トンボ 16 シラサギ 4 サギ 2 牛 1
ヤマメ 15 カメ 4 ワクサ 2 フナ 1
タカ 15 ホタル 4 ハチ 2 ミミズ 1
アユ 14 ウサギ 4 サンショウウオ 1 カメムシ 1
トンビ 13 ダチョウ 4 ジュウシマツ 1 だんご虫 1
カラス 12 テン 4 タコ 1 ホオジロ 1
カワセミ 12 セキレイ 3 イカ 1 ツツドリ 1
ツバメ 11 水カマキリ 3 ゴリラ 1 キツツキ 1
キツネ 9 ハト 3 ライオン 1 ムササビ 1
リス 9 魚 3 カケス 1 ニジマス 1
ワシ 9 バッタ 2 いも虫 1 あかおに 1
ヤマカカシ 8 ヤゴ 2 ニワトリ 1 カルガモ 1
　　＊黄色はトランプの絵柄に採用されたもの
こととした。
　午後は引き続き、班ごとに絵柄を描いた。トランプ
の表紙は、事前に小中学校で公募し提出された６点と
大学から出された４点、当日参加者が描いてくれた４
点の計14点から参加者全員で選んだ。
　また、絵柄が描き終わった人からワークシートに記
入してもらった。ワークシートは作品名、選んだもの
を紹介する文章、選んだ理由、感想などである。
　最後に、班ごとにトランプの絵柄や絵柄に選んだ理
由等をみんなの前で紹介するとともに、感想を発表し
あって終了した。
３　考察
　当日の様子と参加者の感想文からトランプづくりを
通して得られた成果について考察してみたい。
３．１　アンケートと結果発表
　アンケートの結果発表は、ランキング形式で行った。
何がランキングされているかを会場の参加者全員で考
えた。１位が何かを当てる声が会場のあちらこちらか
ら聞こえ、興味深く発表を聞いていた。
　子どもたちはアンケートを記入する際に身近な生活
環境について振り返り、さらに集計結果で何がランキ
ングされているかを考えることで、地域について見つ
め直す機会がもてた。さらに大人たちも結果発表を一
緒に聞きながら、改めて東村の特徴について再認識す
ることができた。
３．２　トランプの絵柄選びと話し合い
　トランプの絵柄を選ぶ話しあいでは、東村や富弘美
術館を紹介するために何を描けばいいか、また描きた
いのかなどを、考えながら意見を出し合った。話し合
いでは、楽しみにしている草木湖祭りについて話して
くれたり、日本や外国の人に紹介したい行事は何かと
話しあったりした。また、図鑑を見ながらどの生き物
が東村にいるとか、カブトムシが捕れる場所を会場に
用意した地図で教えてくれた。地域について知ってい
ることや思っていることなどを、積極的に発言して楽
しみながら絵柄を描くことができた。
　絵柄を選んだ理由としては、「（アンケートで）１位
に選ばれたから」「これが好きだから」という意見があ
り、自分たちが好きな東村について紹介するトランプ
をつくることができたと考えられる。また、「よく休み
の日に釣りをするけど、魚も特産物としていいんじゃ
ない？」などをはじめ、東村での自分たちの日常生活
や体験に基づいて、さまざまなことが話し合われた。
このような絵柄選びのための話し合いのなかで、身近
な環境を振り返る機会をもつことができたのではない
かと考える。
　また、昼食時に自分が好きな富弘さんの詩画を２点
選ぶ作業では、選んでいる人同士が詩を読みながら「こ
れもいいんだよね」と隣の人に声をかけ合って交流し
ていた。人と共感することや考え方などを互いに認め
るなかで、詩画作品を改めて違う視点から味わうこと
ができた。
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表７　トランプづくりワークショップの概要
日時 2004年９月12日（日）
場所 旧東村神戸生活改善センター
参加者数 子ども約20名＋大人約35名
プログラム 08：45～09：00　受付
09：00～09：30　当日の予定説明とアンケート結果発表
09：30～11：00　スペード班・ダイア班・クローバー班に分かれて話し合い
11：00～12：00　絵柄描き
12：00～13：00　昼食・ハートの絵柄、表紙選び
13：00～14：00　絵柄描き
14：00～15：00　発表・感想記入
15：00　終了、後片付け
田中麻里108
図８　表紙選びとまとめ図７　班ごとに発表（スペード班）
図６　ハートの絵柄選び図５　昼食
図４　絵柄を決めて描く（スペード班）図３　手順の説明
図２　アンケート結果発表図１　ワークショップ受付
３．３　感想文から
　当日の感想文には「東村にはまだたくさんの特産品
があると思った」や「東村について知ることができた」
などがみられた。様々な人との話しあいを通して東村
という生活環境とそこで生活する人々について認識を
深められる良い機会となった。
　さらに、「東村を世界に紹介するトランプが上手くか
けた」「このトランプで遊びたい」「また今度も描きた
い」などの意見があり、意欲的にトランプづくりに取
り組むことができた。
４　おわりに
　住んでいる地域に固有の「郷土トランプ」づくりは、
絵柄になりそうなものについてアンケートに答える、
アンケート集計結果のランキングを考える、実際に絵
柄を決める際の話し合い、といったそれぞれの段階で、
身近な住環境について捉え直すことができる。
地域について理解する郷土トランプの作成 109
図９　郷土トランプ「Azuma Tomihiroトランプ」
　絵柄を決める際には、作成にかかわるさまざまな人
たちとコミュニケーションをとることによって、住ん
でいる地域だけでなくそこで生活する人々についても
理解を深める機会となる。
　こうした活動を通して、身近な地域を見つめ直す、
地域の特徴を知る、先人の思いや知恵に触れることに
よって、地域への愛着や誇りを育むことができる。
　地域について学ぶ、学んだことを「郷土トランプ」
という形で表現することによって、作成者だけでなく
さまざまな人たちに地域の魅力を伝えることができ
る９。これはどのような地域でも実践可能である。
　郷土トランプは、建物、食べ物、有名人、行事など
絵柄ごとにテーマを定めて、作成したカードを蓄積し
ていくことによって、オリジナルの郷土トランプが作
成できる。
　テーマを広げると同時に、テーマを掘り下げて細分
類化して作成していくことも可能である。例えば、建
物に関心があるなら、ハートは古建築、ダイアモンド
は現代建築、スペードは住宅、建築家などとテーマを
細分類化するのである。全て作成してまとめれば群馬
の建物トランプも作成できる。
　また、こうしたテーマごとのカードを蓄積していく
ことで、四つの組み合わせをどうするかによって、さ
まざまな郷土トランプが作成できる。テーマを自由に
選んで、組み合わせを変えたカスタマイズが可能なト
ランプとなる。
　これらを使って遊ぶなかで楽しみながら地域理解が
深められると考える。身近な住環境について理解する
住教育の手法として「郷土トランプ」およびその作成
は大きな可能性を持つと考えられる。
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　ワークショップ当日は東村の方々のご協力によって
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方々に感謝致します。そして絵柄に詩画作品を使用さ
せていただき、トランプ表紙の文字まで書いてくだ
（たなか　まり）
さった星野富弘さんに感謝致します。
　この住教育実践は、2004年度群馬大学田中研究室の
卒論ゼミ生であった、穴原典子さんと山縣麻衣さんと
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（注）
１　住宅総合研究財団『「住まい・まち学習」実践報告・論文集
１～10』2000～2009年。
２　田島征彦「祇園祭」童心社、太田大八「ながさきくんち」童
心社、西村繁男「にちよういち」童心社、秋山とも子「雨をよ
ぶ龍」童心社など、他にも多数みられる。
３　丹波総合開発促進協議会編「丹波の森」圓津喜屋、2002年や
群馬大学教育学部田中研究室で作成している群馬をテーマと
した生活空間絵本１～20など。
４　群馬大学附属図書館の郷土かるたコレクションと群馬大学
教育学部社会教育講座山口幸男研究室所蔵のものをあわせる
と170種近くの郷土カルタがある。日本郷土かるた研究会編
「全国の郷土かるた」群馬大学附属図書館（2003）
５　富弘美術館は1991年群馬県勢多郡東村（現みどり市）に星野
富弘さんの詩画を展示する村立の美術館として開館した。美
術館の建て替えを機に、東村の将来を担う子どもたちが新美
術館や村という身近な生活環境に関心を持てるような活動が
できないかと考えた。子どもたちと大学生の交流を通して、互
いに東村の歴史や文化を学び、東村の良さを発見し、再認識す
ることを目的とした「子どもたちと新美術館・村づくりを考え
るワークショップ」を行った。
　　詳しくは田中麻里「公共建築の建設プロセスを地域学習の
機会と捉えた実践活動―富弘美術館を事例として―」群馬大
学教育実践研究、第27号、pp.183-188、2010年を参照。
６　現在はみどり市東町となっているが、住教育実践を行った
当時は東村であったので、本稿では東村として記載する。
７　このトランプづくりワークショップは、夏の鈴の鳴る道を
散策する早稲田大学中川研究室のワークショップと同日に行
い共催とした。中川研究室の皆様にも大変お世話になり感謝
申し上げる。
８　クローバー班は、鈴の鳴る道を散策した人たちのグループ
で、散策後にスケッチなどをしたため、絵柄を描く時間がやや
不足していた。そのため、後日群馬大学田中研究室の学生が鈴
の鳴る道を歩いてみられる風景などを写真に撮ったものなど
を組み合わせて、絵柄に採用している。
９　トランプの絵柄全てについて、何について書かれているか、
それはどういうものか、などを説明した解説書を日本語と英
語の両方で作成して入れている。解説書には絵を描いてくれ
た作成者と年齢も一緒に記載している。また写真の通り、全て
の絵柄には日本語と英語の表記をしている。そのまま外国へ
持参してアピールすることも可能な仕様としている。
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